
「第六次和歌山県保健医療計画」

に係る進捗状況について

（平成２９年３月時点）

資料２



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況①　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

がんによる死亡者の減少
（７５歳未満年齢調整死亡率）

９４．０（１０万対：人）
（平成２２年度）

８０．３（１０万人対：人）
（平成２７年度）

７３．９（１０万対：人）
（平成２７年度） ○ がんの予防やがん検診、がん医療等の施策を総合的に推進。

喫煙率
１９．３％

（平成２２年度）
１５．９％

（平成２３年度）
１２．０％以下

（平成３４年度） ○

がん検診受診率（胃がん）
１１．１％

（平成２２年度）
１０．７％

（平成２６年度）対象：40～69歳

４０％
（平成２９年度） ○

平成２８年度から胃Ｘ線検査に加え、内視鏡検査が検診方法とし
て追加されたことから、検診体制を整備。

がん検診受診率（肺がん）
２２．２％

（平成２２年度）
２３．８％

（平成２６年度）対象：40～69歳

４０％
（平成２９年度） ○

がん検診受診率（大腸がん）
１８．４％

（平成２２年度）
２４．８％

（平成２６年度）対象：40～69歳

４０％
（平成２９年度） ○

がん検診受診率（子宮がん）
３６．４％

（平成２２年度）
４４．３％

（平成２６年度）対象：20～69歳

５０％
（平成２９年度） ○

がん検診受診率（乳がん）
３２．２％

（平成２２年度）
３８．２％

（平成２６年度）対象：40～69歳

５０％
（平成２９年度） ○

がん検診精密検査受診率（胃がん）
７０．６％

（平成２２年度）
７７．４％

（平成２６年度）
９０％

（平成２９年度） ○

がん検診精密検査受診率（肺がん）
６５．７％

（平成２２年度）
７３．８％

（平成２６年度）
９０％

（平成２９年度） ○

がん検診精密検査受診率（大腸がん）
５９．８％

（平成２２年度）
５６．５％

（平成２６年度）
９０％

（平成２９年度） ○
精密検査が必要な方の受診促進のため、精密検査機関につい
て登録・公表制度を開始。

がん検診精密検査受診率（子宮がん）
６２．４％

（平成２２年度）
６１．９％

（平成２６年度）
９０％

（平成２９年度） ○
精密検査が必要な方の受診促進のため、精密検査機関につい
て登録・公表制度を開始。

がん検診精密検査受診率（乳がん）
７９．３％

（平成２２年度）
７９．８％

（平成２６年度）
９０％

（平成２９年度） ○

チーム医療体制整備拠点病院
６か所

（平成２３年度）
６か所

（平成２７年度）
６か所（質的充実）

（平成２７年度） ○

チーム医療体制整備推進病院
１か所

（平成２３年度）
３か所

（平成２７年度）
３か所

（平成２７年度） ○

緩和ケア研修終了医療従事者数
（※平成２３年度までは医師のみ
対象）

５４１名
（平成２３年度末）

１，８３２名
（平成２８年度末）

１，５００名
（平成２９年度末） ○

がん登録実施医療機関数
２６か所

（平成２３年度）
３５か所

（平成２７年度）
増加

（平成２９年度） ○

直近進捗状況評価
進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等

　
　
医
療
提
供
体
制
の
構
築

　
　
疾
病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
連
携
体
制
の
構
築

● がん

章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況 計画目標値

（１）（１）



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況②　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●脳卒中

県内の特定健康診査実施率
（４０歳から７４歳まで）

－
３９．９％

（平成２６年度）
７０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

　うち市町村国保分
２５．７％

（平成２２年度）
３１．８％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

県内の特定保健指導の実施率 －
２０．９％

（平成２６年度）
４５％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

　うち市町村国保分
１６．１％

（平成２２年度）
２９．６％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

県内のメタボリックシンドローム該
当者及び予備群の率

平成２０年度：２６．４％
平成２２年度：２６．１％

２７．８％
（平成２６年度速報値）

対平成２０年度
２５％以上減少

（平成２９年度末）
○

メタボリックシンドローム予防改善に重点をおいた指導の実施に
向け、指導従事者のスキル向上に向けた研修等実施に取り組
む。

脳卒中（脳血管疾患）患者の退院
患者平均在院日数（患者住所地）

９０．６日
（平成２０年）

７５．４日
（平成２３年）

１０％短縮
（平成２９年） ○

地域連携クリティカルパスに５０％以
上の脳卒中治療病院が参加している
二次保健医療圏

２医療圏
（平成２３年度）

２医療圏
（平成２５年度）

７医療圏
（平成２９年度） ○

圏域状況を把握するとともに、地域医療ネットワークを推進す
る。

●急性心筋梗塞

県内の特定健康診査実施率
（４０歳から７４歳まで）

－
３９．９％

（平成２６年度）
７０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

うち市町村国保分
２５．７％

（平成２２年度）
３１．８％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

県内の特定保健指導の実施率 －
２０．９％

（平成２６年度）
４５％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

うち市町村国保分
１６．１％

（平成２２年度）
２９．６％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

県内のメタボリックシンドローム該
当者及び予備群の率

平成２０年度：２６．４％
平成２２年度：２６．１％

２７．８％
（平成２６年度速報値）

対平成２０年度
２５％以上減少

（平成２９年度末）
○

メタボリックシンドローム予防改善に重点をおいた指導の実施に
向け、指導従事者のスキル向上に向けた研修等実施に取り組
む。

急性心筋梗塞による年齢調整死
亡率（人口１０万対）

男２４．６　女１０．６
（平成２２年）

- 全国平均以下
（平成２９年）

虚血性心疾患の退院患者平均在
院日数（患者住所地）

１０．２日
（平成２０年）

１４．２日
（平成２３年度）

１０％短縮
（平成２９年） ○

市町村、企業等と連携し発症予防や重症化予防への働きかけを
行うとともに、早期に在宅生活にもどれるよう地域医療ネットワー
クの強化を図る。

心血管集中治療室（ＣＣＵ）を設置
する基幹病院数

５病院
（平成２４年）

４病院
（平成２７年）

増加
（平成２９年） ○ 平成２６年に１病院が減少となったため。

計画目標値

直近進捗状況評価
進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等

　
　
医
療
提
供
体
制
の
構
築

　
　
疾
病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
連
携
体
制
の
構
築

章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況

（２）（２）

平成２９年夏頃判明予定



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況③　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●糖尿病
県内のメタボリックシンドローム該
当者及び予備群の率

平成２０年度：２６．４％
平成２２年度：２６．１％

２７．８
（平成２６年度）

対平成２０年度
２５％以上減少

（平成２９年度末）
○

メタボリックシンドローム予防改善に重点をおいた指導の実施に
向け、指導従事者のスキル向上に向けた研修等実施に取り組
む。

県内の特定健康診査実施率
（４０歳から７４歳まで）

－
３９．９％

（平成２６年度）
７０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

　　うち市町村国保分
２５．７％

（平成２２年度）
３１．８％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

県内の特定保健指導の実施率 －
２０．９％

（平成２６年度）
４５％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

　　うち市町村国保分
１６．１％

（平成２２年度）
２９．６％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

地域連携クリティカルパスを実施
している二次保健医療圏

３医療圏
（平成２４年）

３医療圏
（平成２５年）

増加
（平成２９年） ○

●精神疾患
精神保健福祉センターによる普
及啓発を目的とした講演会等の
開催

年間５回
（平成２２年度）

年間７回
（平成２７年度）

年間１０回
（平成２９年度） ○

かかりつけ医等対応力向上研修
の受講者数

２５６人
（平成２３年度）

３２０人
（平成２７年度）

４００人
（平成２９年度） ○

内科等身体疾患を担当する科と
精神科の連携(GP連携)会議の開
催地域数

１か所
（平成２３年度）

２カ所
（平成２７年度）

８か所
（平成２９年度） ○

現在、和歌山市保健所管内で連携体制構築中だが、他圏域にも
広げていくため関係機関を通じて働きかけを行っていく。

精神科病院の医師の従事者数
(病院報告)

５９人
（平成２２年度）

６７人
（平成２７年度）

７２人
（平成２９年度） ○

精神科地域移行実施加算の届出
施設数

１か所
（平成２４年１月）

１か所
（平成２７年度）

１０か所
（平成２９年度） ○

平成２８年診療報酬改定において点数が引き上げられたことも
あり、各医療機関に周知していく。

精神科訪問看護を提供する病院
数

８か所
（平成２０年度）

１１か所
（平成２７年度）

１２か所
（平成２９年度） ○

「精神及び行動の障害」の退院
患者平均在院日数（患者調査）

３３０．９日
（平成２０年度）

２５４．７日
（平成２６年度）

２４０日
（平成２９年度） ○

1年未満入院者の平均退院率
６８．４％

（平成２３年度）
７４．１％

（平成２７年度）
７７．３％

（平成２９年度） ○

在院期間5年以上かつ65歳以上の退
院者数（県独自調査から推計）

６０人
（平成２３年度）

６０人
（平成２７年度推計値）

７２人
（平成２９年度） ○

精神科救急情報センターの設置
０か所

（平成２４年４月）
１か所

（平成２７年度）
１か所

（平成２９年度） ○

計画目標値
直近進捗状況評価

進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等

　
　
医
療
提
供
体
制
の
構
築

　
　
疾
病
又
は
事
業
ご
と
の
医
療
連
携
体
制
の
構
築

章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況

（３）（３）



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況④　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●精神疾患（続き）
応急入院指定病院の指定

４か所
（平成２４年４月）

５か所
（平成２７年度）

６か所
（平成２９年度） ○

状態に応じ、合併症を受け入れ
ることが出来る医療機関数

３か所
（平成２４年４月）

３か所
（平成２７年度）

４か所
（平成２９年度） ○

重度アルコール依存症入院医療
管理加算届出施設数

０か所
（平成２４年４月）

０か所
（平成２７年度）

１か所
（平成２９年度） ○

県立こころの医療センターをはじめ、各医療機関に働きかけを
行っていく。

医療観察法指定通院医療機関数
５か所

（平成２４年４月）
９か所

（平成２７年度）
８か所

（平成２９年度） ○

精神医療関係者へのうつ病に関す
るスキルアップ研修会の受講者数

６５人
（平成２３年度）

４１人
（平成２７年度）

２００人
（平成２９年度） ○

各医療機関と連携しながら研修の企画・立案等を行い、対象者
へ受講を促していく。

認知行動療法を行っている医療
機関の数

１か所
（平成２３年度）

２か所
（平成２７年度）

１０か所
（平成２９年度） ○

現在、認知行動療法を行っていない精神科病院については、導
入に向けて働きかけを行っていく。

認知症疾患医療センターを含む認
知症の鑑別診断を行える医療機関

２か所
（平成２４年４月）

１３か所
（平成２７年度）

８か所
（平成２９年度） ○

新規認知症入院患者の2か月以
内退院率（県独自調査）

５０．６％
（平成２３年度）

４５．１％
（平成２７年度）

５０％以上
（平成２９年度） ○

●小児救急含む小児医療
子ども救急相談ダイヤル（♯８
０００）相談件数

４，３６４件
（平成２３年度）

５，８４５件
（平成２７年度）

４，５００件
（平成２９年度） ○

小児医療センターの整備
０か所

（平成２４年度）
１か所

（平成２７年度）
１か所

（平成２９年度） ○

人口１０万人当たりの小児科医師
数の全国値を上回る保健医療圏数

３圏域
（平成２２年度）

３圏域
（平成２７年度）

増加
（平成２９年度） ○

●救急医療
救命救急センターにおける救命率

８９．３％
（平成２３年度）

８９．５％
（平成２７年度）

向上
（平成２９年度） ○

全救急患者に占める三次救急医
療機関の割合

２４．３％
（平成２３年度）

２１．３％
（平成２７年度）

縮減
（平成２９年度） ○

三次救急医療機関の軽症患者割
合

７５．０％
（平成２３年度）

７０．８％
（平成２７年度）

縮減
（平成２９年度） ○

二次救急医療機関への救急搬送
件数

２９，４０４件
（平成２３年度）

３０，５４５件
（平成２７年度）

増加
（平成２９年度） ○

病院と開業医の連携体制構築数
５か所

（平成２３年度）
６か所

（平成２７年度）
９か所

（平成２９年度） ○
現在の病診連携体制を維持していくとともに、各地の取組事例を
紹介し、新規の連携体制の構築に努めていく。

心肺機能停止傷病者全搬送人員のうち、
一般市民により除細動が実施された件数
（人口10万人あたり件数）

０．８件
（平成２３年）

（全国平均１．１件）

１．１件
（平成２６年）

（全国平均１．３件）

全国平均
（平成２９年） ○

救急医療情報センターへの相談
件数

３１，４７６件
（平成２３年度）

３４，３９１件
（平成２７年度）

３３，０００件
（平成２９年度） ○

救急要請（覚知）から救急医療機
関への搬送までに要した平均時
間

３２．７分
（平成２３年）

３５．２分
（平成２６年度）

短縮
（平成２９年） ○

「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」を実態に合わせて定
期的に見直し、傷病者の搬送及び受入れが円滑に行われるよう努めて
いく。

計画目標値
直近進捗状況評価

進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等

　
　
医
療
提
供
体
制
の
構
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疾
病
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は
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業
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の
医
療
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携
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章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況

（４）（４）



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況⑤　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●災害医療
災害拠点病院の耐震化率

９０．０％
（平成２３年度末）

１００％
（平成２７年度）

１００％
（平成２４年度末） ○

災害支援病院の耐震化率
６６．７％

（平成２３年度末）
９２．３％

（平成２７年度）
１００％

（平成２６年度末） ○

全病院の耐震化率
５６．２％

（平成２３年度末）
６５．１％

（平成２７年度）
７０％

（平成２６年度末） ○

災害支援病院の指定
９病院

（平成２４年度）
１３病院

（平成２７年度）
１２病院

（平成２９年度） ○

医療資機材の整備
一般医療資機材の整備

（平成２４年度）
整備完了

（平成２７年度）
高度医療資機材の整備

（平成２９年度） ○

DMATチーム数
１７チーム

（平成２４年度）
２１チーム

（平成２７年度）
２０チーム

（平成２９年度） ○

二次医療圏単位での災害訓練の
実施

３か所
（平成２３年度）

８か所
（平成２７年度）

８か所
（平成２９年度） ○

災害時対応マニュアルの策定率
６８．５％

（平成２４年度）
９１．５％

（平成２７年度）
１００％

（平成２９年度） ○

災害拠点病院・災害支援病院の
衛星電話整備率

６３．２％
（平成２４年度）

１００％
（平成２７年度）

１００％
（平成２５年度） ○

全病院・人工透析実施診療所の
衛星電話整備率

１１．３％
（平成２４年度）

４５．６％
（平成２７年度）

５０％
（平成２９年度） ○

●在宅医療・在宅介護

在宅療養支援診療所届出数
１５４

（平成２５年２月）
１６６

（平成２７年度）
増加

（平成２９年度） ○

在宅療養支援病院届出数
８

（平成２５年２月）
１５

（平成２７年度）
増加

（平成２９年度） ○

在宅療養支援歯科診療所届出数
３６

（平成２５年２月）
４１

（平成２７年度）
増加

（平成２９年度） ○

在宅患者訪問薬剤管理指導料届
出薬局数

３８３
（平成２５年２月）

４２１
（平成２７年度）

増加
（平成２９年度） ○

訪問看護事業所数
５１７

（平成２４年４月）
５１２

（平成２７年度）
増加

（平成２９年度） ○
訪問看護事業所の質・量の拡充を図るためには、人員・人材不足が課題となっている。
そのため訪問看護事業所職員の研修など人員確保事業についてより強力に支援してい
く。

訪問診療の利用者数
３５，１２９人

（平成２２年度）
５９，５３９

（平成２５年度）
増加

（平成２９年度） ○

訪問看護（医療保険）の利用者
数

５６４人
（平成２３年度）

６０７人
（平成２７年度）

増加
（平成２９年度） ○

訪問看護（介護保険）の利用者
数

６．４千人
（平成２３年度）

８．０千人
（平成２６年度）

増加
（平成２９年度） ○

計画目標値
直近進捗状況評価

進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等

　
　
医
療
提
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体
制
の
構
築
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災害支援病院については、那智勝浦町立温泉病院が立替移転
完了で１００％となる。
全病院の耐震化率については、今後とも周知促進を進めていく
必要がある。

章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況

（５）（５）



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況⑥　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●感染症・結核対策

結核罹患率（人口１０万対）
２３．５

（平成２３年）
１５．６

（平成２７年）
１７以下

（平成２７年） ○

肺結核患者治療失敗・脱落中断
率

３．１％
（平成２２年）

２．９％
（平成２６年）

０％
（平成２６年） ○

ＤＯＴＳ（直接服薬支援確認療法）の推進により状況は改善されてきて
いるが、引き続き治療失敗・脱落中断率を減少させるべく支援を推進。

●移植医療対策（臓器移植の推進）

臓器移植推進月間中の街頭啓発
２か所

（平成２３年度）
１０か所

（平成２７年度）
９か所

（平成２９年度） ○

院内コーディネーター
５２

（平成２３年度）
６０

（平成２７年度）
７８

（平成２９年度） ○

●移植医療対策（骨髄移植）

骨髄バンク登録者数
３６５人

（平成２３年度）
５０８人

（平成２７年度）
５００人

（平成２９年度） ○

●歯科保健医療対策

３歳児におけるむし歯のない幼
児の割合

７２％
（平成２２年度）

７８．３％
（平成２７年度）

８０％以上
（平成２９年度） ○

１２歳児における１人平均むし
歯数

１．２歯
（平成２３年度）

０．９歯
（平成２７年度）

１歯以下
（平成２９年度） ○

６０歳における進行した歯周炎
に罹患している者の割合

６９．１％
（平成２２年度）

６７．４％
（平成２７年度）

５５％以下
（平成２９年度） ○

60歳以前の若年層に対して歯周病検診の受診勧奨を行い、歯
周病の早期発見・治療につなげるとともに、健康相談や健康教
育を推進。

６０歳における２４歯以上の自
分の歯を有する者の割合

６７．５％
（平成２２年度）

７９．７％
（平成２７年度）

７０％以上
（平成２９年度） ○

８０歳における２０歯以上の自
分の歯を有する者の割合

２１．３％
（平成２３年度）

※未定
（平成２７年度）

３０％以上
（平成２９年度） ○

現時点で調査未実施であるが、「和歌山県歯と口腔の健康づくり
計画」見直し時に実施予定。

●リハビリテーション医療

地域リハビリテーション広域支
援センター数

５か所
（平成２３年度）

８か所
（平成２７年度）

７か所
（平成２９年度） ○

直近進捗状況評価
進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等
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療
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供
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制
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生
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を
通
じ
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対
策

章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況 計画目標値

（６）（６）



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況⑦　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●医師

県内で勤務する地域枠医師数
０人

（平成２４年４月）
４２人

（平成２７年度）
２５人

（平成２９年度） ○

青洲医師ネットの登録医師数
４７人

（平成２４年４月）
６３人

（平成２７年度）
７２人

（平成２９年度） ○

修学資金貸与学生等の数
５２人

（平成２４年４月）
６３人

（平成２７年度）
１１５人

（平成２９年度） ○ 県内高等学校等を通じ受験生に対し、制度のＰＲを図る。

臨床研修医の採用数
７１人

（平成２４年度）
８２人

（平成２７年度）
募集定員の上限
（平成２９年度） ○

●歯科医師

在宅療養支援歯科診療所届出数
３６か所

（平成２５年２月）
４１か所

（平成２７年度）
増加

（平成２９年） ○

●薬剤師

薬剤師研修会の実施回数
年間１回

（平成２３年度）

年間１回（５圏域）
年間２回（３圏域）
（平成２７年度）

年間２回
（平成２９年度） ○

薬局・医療施設に従事する人口
１０万対薬剤師数

和歌山県　１４６．８人
全国平均　１５４．３人

（平成２２年度）

和歌山県　１６４．３人
全国平均　１７０．０人

（平成２６年度）

全国平均
（平成２８年度） ○

●看護職員
看護職員の年間養成数
（看護師・准看護師課程）

４５０人
（平成２４年度）

４５０人
（平成２７年度）

４９０人
（平成２９年度） ○

病院内保育所の設置
３０か所

（平成２４年度）
３５か所

（平成２７年度）
３２か所

（平成２９年度） ○

潜在看護職員の年間再就業数
２０人

（平成２４年度）
１７人

（平成２７年度）
２０人

（平成２９年度） ○

●医薬品等の供給と安全性の確保
薬局、医薬品販売業者、毒物劇
物製造輸入販売業者等の監視率

２６．３％
（平成２３年度）

４０．１％
（平成２７年度）

３５．０％
（平成２９年度） ○

医薬品等製造販売業者の監視率
２９．７％

（平成２３年度）
２５．４％

（平成２７年度）
３５．０％

（平成２９年度） ○
効率的に監視が出来るよう、年度当初に計画を立てるなど引き
続き監視率向上に取り組んでいく。

医薬品等製造業者に対する監視
率（ＧＭＰ調査）

８９．５％
（平成２３年度）

９２．９％
（平成２７年度）

１００％
（平成２９年度） ○

適正管理の推進のための講習会
の開催

年９回
（平成２３年度）

年９回
（平成２７年度）

年９回
（平成２９年度） ○

●医薬分業の推進

処方せん受取率
４０．８％

（平成２３年度）

和歌山県　４９．６％
全国平均　７０．０％

（平成２７年度）

全国平均
（平成２９年度） ○

「かかりつけ薬局」推進のため、県薬剤師会と連携し、在宅医療への取り組み
を積極的に行う薬局を支援する等、引き続き処方箋受取率の向上に取り組ん
でいく。

直近進捗状況評価
進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等

　
　
医
療
提
供
体
制
の
構
築

　
　
医
療
従
事
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の
向
上

　
　
薬
事

章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況 計画目標値

（７）（７）



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況⑧　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●血液の確保

１０代の献血率
４．２％

（平成２３年度）
４．８％

（平成２７年度）
５．１％

（平成２９年度） ○

２０代の献血率
７．４％

（平成２３年度）
６．２％

（平成２７年度）
８．４％

（平成２９年度） ○
1月～2月にかけて、「はたちの献血キャンペーン」を開催し、新たに成
人を迎える「はたち」の若者を中心とし、献血に対する理解と協力を求
める。

献血目標者達成率
９６．６％

（平成２３年度）
９７．２％

（平成２７年度）
１００％

（平成２９年度） ○

目標献血量達成率
８８．１％

（平成２３年度）
９０．５％

（平成２７年度）
１００％

（平成２９年度） ○

●薬物乱用の防止
中学校及び高等学校における薬
物乱用防止教室の実施率

６０％
（平成２３年度）

７５．７％
（平成２７年度）

１００％
（平成２９年度） ○

薬物乱用防止教室等で利用できる啓発用ＤＶＤを作成し、県内中学校、高等学
校に配布するとともに、貸出用ＤＶＤも各保健所等に設置したところであり、今
後、ＤＶＤの活用促進を図る。

●医療安全対策

医療安全相談窓口の設置
７１か所

（平成２４年４月）
７９か所

（平成２７年度）
全病院

（平成２９年度） ○

●情報提供の推進
わかやま医療情報ネット登載医
療機関数

１，７１９か所
（平成２４年８月）

１，８０５か所
（平成２７年度）

県内全ての医療機関
（平成２９年度） ○

●医療機関等の機能分担と相互連携

地域医療支援病院数
５病院

（平成２４年４月）
５病院

（平成２７年度）
７病院

（平成２９年） ○
平成26年度に国が地域医療支援病院の承認要件を見直したた
め（紹介率・逆紹介率要件が引き上げられた）

●生活習慣病・メタボリックシンドローム対策

県内の特定健康診査実施率
（４０歳から７４歳まで）

－
３９．９％

（平成２６年度）
７０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

　うち市町村国保分
２５．７％

（平成２２年度）
３１．８％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
未受診者への受診勧奨や、被保険者が受診しやすい環境づくり
に引き続き取り組む。

県内の特定保健指導の実施率 －
２０．９％

（平成２６年度）
４５％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

　うち市町村国保分
１６．１％

（平成２２年度）
２９．６％

（平成２７年度速報値）
６０％以上

（平成２９年度） ○
対象者への勧奨を行うとともに、指導従事者のスキル向上のた
めの研修実施に取り組む。

県内のメタボリックシンドローム該
当者及び予備群の率

平成２０年度：２６．４％
平成２２年度：２６．１％

２７．８％
（平成２６年度）

対平成２０年度
２５％以上減少

（平成２９年度末）
○

メタボリックシンドローム予防改善に重点をおいた指導の実施に
向け、指導従事者のスキル向上に向けた研修等実施に取り組
む。
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計画目標値
直近進捗状況評価

進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等
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章 節 項　目 計画策定時の数値 直近の進捗状況

（８）（８）



《　「第六次和歌山県保健医療計画」に係る数値目標に対する進捗状況⑨　》

目標達成済 概ね順調 進捗に遅れ

●母子保健対策

育児支援や児童虐待予防を目的と
した生後４か月までの全乳児の状
態把握実施市町村の割合

９６．７％
（平成２３年度）

１００％
（平成２７年度）

１００％
（平成２９年度） ○

１歳６か月児健康診査受診率
９５．６％

（平成２２年度）
９７．１％

（平成２７年度）
１００％

（平成２９年度） ○

３歳児健康診査受診率
９２．６％

（平成２２年度）
９４．３％

（平成２７年度）
１００％

（平成２９年度） ○

乳幼児の不慮の事故による死亡
率（人口１０万対）

０歳児　１４．０
１～４歳児　３．３

（平成２２年）

０歳児　０．０
１～４歳児　６．８

（平成２７年）

減少
（平成２９年） ○

消防等関係機関と連携し、子どもの事故に関する講習会を開催
するなどして子どもの事故を未然に防止できるように啓発に努め
る。

１０代の人工妊娠中絶率（女子
人口千人対）

６．８
（平成２２年度）

６．８
（平成２６年度）

減少
（平成２９年度） ○

教育機関と連携し、高校生等に思春期講座等を実施し、妊娠、
出産に対する正しい知識や人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響
を正しく理解できるよう啓発に努める。

●学校保健対策

肥満傾向の率
ほとんどの年齢で男女
とも全国平均より高い

（平成２４年度）

ほとんどの年齢で男女とも全
国平均より高いが、女子の差

は縮まっている。
（平成２７年度）

全年齢の男女で全国平
均を下回る

（平成２９年度）
○

学校保健安全委員会の設置率

小学校　９２．２％
中学校　９４．６％

高等学校　９３．３％
特別支援学校　１００％

（平成２３年度）

小学校９４．１％
中学校９８．１％
高等学校１００％

特別支援学校１００％
　　　（平成２７年度）

全校種　１００％
（平成２９年度） ○

小学校４年生の朝食欠食率
１．０％

（平成２４年度）
１．０％

（平成２７年度）
０．０％

（平成２９年度） ○
学校・家庭・地域が連携して朝食欠食率の低下に向けた取組を
行うよう研修会等で周知した。

中学校２年生の朝食欠食率
２．５％

（平成２４年度）
３．２％

（平成２７年度）
０．０％

（平成２９年度） ○
学校・家庭・地域が連携して朝食欠食率の低下に向けた取組を
行うよう研修会等で周知した。

全国体力調査の体力合計点
（小学校５年生・中学校２年生
対象）

全国平均を下回ってい
る

（平成２４年度）

小５では男女とも４年連続で
全国平均を上回った。
中２では男女とも初めて全国
平均を上回った。
　　　　（平成２７年度）

小学校では全国上位と
なる
中学校では全国平均を
上回る
　　　　（平成２９年度）

○

直近の進捗状況 計画目標値

直近進捗状況評価
進捗に遅れが見られる項目にあっては、目標達成
に向けた対策等
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